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■渡　り　初　め■
9月16日（金）、野原地内の交差点に信号が設置され、事故がなくなることを
祈って、その灯入式が行われました。
　灯入式のあと、信号のついた横断歩道を南小の生徒が元気よく先頭をきって
渡り初めをおこないました。



　　　　　　　　　　　　　　　　平成5年度に入ったお金、使ったお金について、町の財政φ状況を報告いたします。

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
減
少

　
平
成
五
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
規

模
は
、
入
っ
た
お
金
（
歳
入
）
が
、
三

八
億
三
，
六
二
三
万
一
六
五
円
、
使
っ
た

お
金
（
歳
出
）
が
、
三
六
億
四
，
七
三
六

万
七
九
五
九
円
で
、
実
質
収
支
は
、
一

億
四
，
二
八
六
万
二
，
二
〇
六
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
前
年
に
比
べ
三
，
六
八
四
万
二
，

五
五
〇
円
、
一
・
○
％
の
減
少
。

　
歳
出
は
四
，
〇
九
九
万
二
，
四
七
七
円
、

一
・
一
％
の
減
少
と
、
そ
れ
ぞ
れ
わ
ず

か
な
が
ら
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
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〔グラフ1〕

町麟一
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　　　　　　そ
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町たばこ税 町税総額
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1，813円 204，275円
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〔表1〕

　
　
町
税
は
全
体
の
四
六
％

　
歳
入
の
う
ち
一
番
大
き
な
割
合
を
占

め
て
い
る
の
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
い
た
町
税
で
前
年
度
よ
り
一
億

八
，
三
九
九
万
一
，
四
三
三
円
、
（
一
一
・

六
％
増
）
の
十
七
億
六
，
五
四
五
万
六
三

一
四
円
で
全
体
の
四
六
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
こ
の
額
を
平
成
六
年
三
月
末
の
世
帯

数
（
三
，
五
四
九
世
帯
）
で
割
っ
て
み
る

と
、
一
世
帯
あ
た
り
約
四
十
九
万
円
負

担
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
表
1
）
ま

た
、
住
民
一
人
あ
た
り
で
算
出
す
る
と

約
十
四
万
円
負
担
し
た
計
算
に
な
り
ま
す
。

　
次
に
多
い
の
が
、
行
政
水
準
の
地
域

格
差
を
な
く
す
た
め
、
町
税
で
賄
い
き

れ
な
い
財
源
の
不
足
額
と
し
て
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
で
、
全
体
の

二
二
・
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
国
・
県
支
出
金
は
前
年
よ
り
八
八
七

万
八
五
二
二
円
、
二
・
六
％
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
が
、
県
か
ら
の
事
務
委
譲

に
よ
る
事
業
費
で
あ
る
老
人
保
護
措
置

費
負
担
金
の
皆
増
が
主
な
要
因
で
す
。

　
ま
た
繰
入
金
が
、
前
年
に
比
べ
一
億
五
，

一
六
五
万
四
，
〇
二
四
円
、
一
，
〇
三
五

・
八
％
と
大
幅
な
増
加
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
総
合
文
化
会
館
建
設
の
た

め
の
用
地
購
入
費
及
び
実
施
設
計
委
託

料
を
公
共
施
設
整
備
基
金
よ
り
繰
入
れ

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

（2）
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〔グラフ4〕

性貿別

歳

出
騒

福
祉
面
充
実
へ
、
民
生
費
六
〇
％
増

○
目
的
別
歳
出
の
状
況
〔
グ
ラ
フ
3
〕

　
グ
ラ
フ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
最
も

多
い
の
が
総
務
費
（
二
〇
・
五
％
）
、

次
い
で
民
生
費
（
一
二
・
七
％
）
、
農

林
水
産
業
費
二
二
・
二
％
）
の
順
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
増
減
率
か
ら
み
て
も
、
総
務
費
、
民

生
費
と
も
に
五
〇
％
以
上
と
高
い
伸
び

率
を
示
し
ま
し
た
。
総
合
文
化
会
館
建

設
用
地
購
入
費
及
び
測
量
調
査
委
託
料

の
増
、
老
人
保
護
措
置
費
委
託
料
、
身

体
障
害
者
福
祉
費
等
福
祉
関
連
事
業
費

の
増
が
そ
れ
ぞ
れ
の
増
加
の
主
な
要
因

で
す
が
、
ど
ち
ら
も
町
の
重
点
施
策
と

し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
全
体
で
は
土
木
費
（
道
路
整
備
事
業

費
）
二
九
・
八
％
の
減
、
教
育
費
（
南

小
プ
ー
ル
改
築
工
事
費
）
一
八
・
九
％

減
な
ど
に
よ
り
一
・
一
％
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

O
性
質
別
歳
出
の
状
況
〔
グ
ラ
フ
4
〕

　
前
述
の
福
祉
関
連
事
業
費
の
増
に
よ

り
扶
助
費
が
九
四
・
○
％
と
大
幅
な
伸

び
を
み
せ
た
他
、
人
件
費
、
補
助
費
が

わ
ず
か
に
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
普
通
建
設
事
業
費
で
億
、
総
合
文
化

会
館
建
設
用
地
取
得
費
の
増
も
あ
り
ま

し
た
が
、
道
路
整
備
事
業
費
、
南
小
プ

ー
ル
改
築
事
業
費
の
減
に
よ
り
、
一
〇

％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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恵まれた環境あ中で
活力o～あ3まちセ！

平成5年度主要施策概要

　
昨
年
度
は
、
景
気
の
後
退
か
ら
個
人
消
費
の
落
込

み
に
加
え
、
冷
夏
に
よ
る
悪
影
響
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
が
、
健
全
財
政
に
努
め
な
が
ら
、
総
合
振
興
計
画

に
掲
げ
ら
れ
た
諸
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
◎
ふ
る
さ
と
の
文
化
を
大
切
に
す
る

　
　
　
生
涯
学
習
都
市

　
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
総
合
文
化
会

館
の
建
設
用
地
が
千
代
地
内
に
確
保
で

き
た
こ
と
か
ら
、
コ
ン
ペ
方
式
に
よ
り

．
基
本
設
計
を
決
定
し
て
、
実
施
設
計
に

入
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
や

幼
稚
園
の
施
設
整
備
、
社
会
教
育
や
社

会
体
育
の
振
興
、
文
化
財
保
護
と
人
材

育
成
の
た
め
の
海
外
研
修
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　
◎
活
力
に
あ
ふ
れ
躍
動
す
る

　
　
　
自
立
経
済
都
市

　
農
業
生
産
基
盤
の
充
実
を
図
る
た
め
、

ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
補

助
金
や
転
作
団
地
の
定
着
と
促
進
、
商

工
会
の
育
成
や
観
光
の
振
興
、
第
二
期

美
し
い
む
ら
づ
く
り
事
業
と
し
て
駒
形

公
園
の
整
備
、
農
道
や
た
め
池
の
改
修

工
事
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
◎
町
民
の
夢
を
大
切
に
し
実
現
す
る

　
　
　
未
来
都
市

　
住
民
参
加
の
行
政
、
町
民
に
、
よ
り
理

解
さ
れ
る
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

町
の
広
報
や
議
会
だ
よ
り
を
発
行
し
た

ほ
か
、
町
民
文
化
祭
や
各
種
相
談
事
業

の
開
催
、
区
運
営
費
の
補
助
や
婦
人
部

の
育
成
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
◎
町
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る

　
　
　
生
活
利
便
都
市

　
町
民
の
生
活
環
境
や
生
活
基
盤
を
整

え
る
た
め
に
、
小
江
川
二
二
本
・
御
正

地
区
の
農
業
集
落
排
水
事
業
を
推
進
し

た
ほ
か
、
農
業
排
水
路
の
整
備
、
区
画

整
理
地
内
の
雨
水
管
渠
工
事
、
そ
し
て

道
路
や
歩
道
の
整
備
や
改
良
を
行
い
ま

し
た
。

　
◎
生
活
に
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の

　
　
　
あ
る
快
適
環
境
都
市

　
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い

ゴ
ミ
や
し
尿
処
理
を
始
め
消
防
や
防
災
．

交
通
安
全
や
公
害
防
止
の
対
策
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　
◎
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す

　
　
　
健
康
都
市

　
迫
り
来
る
高
齢
化
社
会
へ
の
指
針
と

な
る
老
人
保
健
福
祉
計
画
の
策
定
、
老

人
保
護
措
置
や
身
体
障
害
者
援
護
事
業

な
ど
、
町
へ
の
移
管
に
伴
う
事
業
、
高

齢
者
に
や
さ
し
い
施
設
づ
く
り
と
し
て
、

町
民
体
育
館
ヘ
ス
ロ
ー
プ
や
身
障
者
用

ト
イ
レ
の
設
置
、
機
能
訓
練
の
充
実
、

肺
ガ
ン
や
大
腸
ガ
ン
検
診
の
開
始
な
ど

町
民
福
祉
の
充
実
と
健
康
づ
く
り
に
努

め
ま
し
た
。

目「的

費
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衛
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●

農林水産業費
　36，27i円

職6年3月末環12，244麺講

　町民ひとりに使われたお杢

　　　　　297’，攣円

工　費

828円
商
　
島

∵
ワ

。
◎
・

o

土木『費
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費

育
藝

教他
・
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齢
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●

　　　3，571月

　　　12，227人

　　　5，563m‘

　1，862，632mヨ

280，193，608円

22，687，239円

341，341，524円4』
236，594，38・円＝＝

104，747、143円

126，878，000円

100，000，000円

26，878，000円

272，380，629円

249，442，662円

22，937，967円

●給水戸数

●給水人口
●普　及　率

●一日最大配水量

●一日平均配水量

●年間有収水量

収益的収入及び支出

水道事業収益

　営業収益

　営業外収益

水道事業費用

　営業費用

　営業外費用

資本的収入及び支出

資本的収入

　企業債
　負担金
資本的支出

　建設改良費

　企業債償還金

　
被
保
険
者
の
高
齢
化
に
よ
る
医
療
費

の
増
加
や
医
療
保
険
制
度
を
取
り
ま
く

環
境
の
厳
し
い
な
か
で
、
歳
出
総
額
の

六
九
・
二
％
が
保
険
給
付
費
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
歳
入
総
額
四
億
七
，
四
八
九
万
一
，

七
七
四
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
四
億
一

九
八
万
五
，
九
八
七
円
で
差
し
引
き
七
，

二
九
〇
万
五
，
七
八
七
円
を
繰
越
し
決

算
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
う
ち
、
保
険
税
は
一
世

帯
当
た
り
一
五
万
七
，
八
七
二
円
、
一

人
当
た
り
六
万
九
，
二
二
〇
円
納
め
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
●

　
ま
た
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
支
払

額
は
、
八
万
八
，
七
四
六
円
の
支
払
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
資
金
貸
付
事
業

保険給付費
78、308，127円

老人保健拠出金
87，634，600円

出歳

　
住
宅
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
は
、

同
和
問
題
の
早
期
解
決
を
図
る
た
め
、

対
象
地
域
の
居
住
環
境
の
整
備
改
善
の

た
め
に
行
っ
て
お
り
、
平
成
五
年
度
末

の
貸
付
総
数
二
十
件
、
そ
の
内
新
築
分

は
十
七
件
、
改
修
が
三
件
で
す
。

　
平
成
五
年
度
は
、
新
築
資
金
の
貸
付

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

国民健康保険税
210，014，760円

国・県支出金
128，251，480円

そ　の　他
136，625，534円

入
　
諸
収
入

　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
三
九
七
、
六
〇
〇
円

歳　
　
　
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
七
、
O
O
O
円

　
　
　
繰
越
金

　
受
給
者
一
入
当
た
り
の
額
は
四
七
万

八
九
四
九
円
に
な
り
ま
す
。

　
農
業
用
水
の
水
質
保
全
と
農
村
生
活

環
境
の
改
善
整
備
を
図
る
た
め
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
県
補
助
金
五
億
二
二
万
九

千
円
、
一
般
会
計
繰
入
金

一
億
一
，
六

八
三
万
九
千
円
、
町
債
二
億
五
，
八
O

O
万
円
、
繰
越
金
・
諸
収
入
で
三
三
一

万
一
四
四
円
と
な
り
歳
入
合
計
八
億
七
，

八
三
七
万
八
，
一
四
四
円
、
歳
出
は
、

三
本
地
区
の
管
路
埋
設
工
事
五
五
四
m
、

処
理
施
設
建
築
工
事
一
七
一
・
一
㎡
で

三
億
六
，
九
六
〇
万
六
千
円
、
そ
の
他

で
小
江
川
地
区
管
路
埋
設
工
事
、
御
正

地
区
全
体
設
計
及
び
実
施
計
画
な
ど
で

合
計
八
億
四
，
六
四
〇
万
四
，
一
二
五

円
と
な
り
差
し
引
き
三
，
一
九
七
万
四
，

〇
一
九
円
残
し
決
算
さ
れ
ま
し
た
。

入歳

繍助金　　　　町債
　　　　　　　　　　258，000
500，229・00G円　　，QOO円

一般会計繰入金116，839，000円

その他3，310，144円　

公
債
費

歳　　　出

農業集落排水事業費

　836，833，906円

9，570．21giIj

　
高
齢
化
社
会
を
背
景
に
老
人
医
療
費

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
五
年

度
末
の
受
給
者
は
一
，
O
O
九
人
で
す
。

　
歳
入
合
計
は
五
億
二
，
二
三
六
万
二
，

八
八
八
円
、
歳
出
合
計
四
億
八
，
七
八

三
万
七
，
四
九
七
円
で
差
し
引
き
三
，

四
五
二
万
五
，
三
九
一
円
を
繰
越
し
決

算
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
う
ち
実
際
に
お
年
寄
り

が
医
者
に
か
か
り
、
町
が
医
療
機
関
に

支
払
っ
た
医
療
費
は
四
億
八
，
三
二
五

万
九
，
五
〇
六
円
で
、
前
年
と
比
較
す

る
と
一
〇
・
八
％
の
伸
び
と
な
り
、
歳

出
全
体
の
九
九
二
％
と
な
り
ま
し
た
。

その他61，057，390円

支払基金交付金
　、331，、246，819円

国・県支出金、

豪30，058，6闇

医療諸費
　　　　　483，259，506円

歳
　
　
出

その他　4，577，991円

そ
の
他

合
　
計

三
〇
四
、
七
八
八
円

四
、
一
五
〇
円

八
、
一
四
三
、
五
三
八
円

歳

出

公
債
費

基
金
費

貸
付
事
業
費

合
　
計

差
引
残
金

歳

入

七
、
八
四
　
、

〇
五
六
円

五
二
、
O
O
O
円

四
二
、
一
八
二
円

し
、
瓦
三
．
五
、
二
三
八
円

二
〇
八
、
三
〇
〇
円

（5）



「
　
　
轟

　
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
、
明
る
く
健

康
に
生
活
で
き
る
こ
と
が
な
に
よ
り
大

切
で
す
が
、
い
つ
な
ん
ど
き
、
病
気
に

か
か
っ
た
り
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
し
な
い
と

も
限
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
時
に
備
え
て
、
日
ご
ろ

か
ら
収
入
に
応
じ
て
保
険
税
を
出
し
合

い
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
を
し
た
と
き
の

医
療
費
を
支
出
し
よ
う
と
い
う
の
が
、

国
民
健
康
保
険
制
度
で
す
。

　
国
保
を
運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
財

源
と
な
る
の
が
保
険
税
で
す
。
納
め
ら

れ
た
保
険
税
は
、
国
な
ど
の
補
助
金
と

合
わ
せ
て
み
な
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を

し
た
と
き
の
医
療
費
等
の
給
付
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

　
税
額
は
加
入
者
の
所
得
、
資
産
、
加

入
者
数
等
に
よ
り
算
出
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
税
は
あ
な
た
の
健
康
と

　
国
保
制
度
を
さ
さ
え
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か

高
額
医
療
費
資
金

　
　
　
　
　
　
貸
付
制
度

　
ひ
と
月
の
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た

場
合
、
一
定
額
を
超
え
て
支
払
っ
た
分

に
つ
い
て
は
、
高
額
療
養
費
と
し
て
世

帯
主
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
、
そ
の
世
帯
主

に
対
し
、
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け

る
ま
で
の
間
、
療
養
に
要
す
る
費
用
を

支
払
う
た
め
の
資
金
を
貸
し
付
け
る
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

度
を
、
高
額
医
療
費
資
金
貸
付
制
度
と

い
い
ま
す
。

○
貸
付
対
象

　
1
　
当
該
被
保
険
者
が
受
け
た
療
養

　
　
に
つ
い
て
、
そ
の
世
帯
主
が
高
額

　
　
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
見
込
み

　
　
が
あ
る
こ
と

　
2
　
当
該
療
養
に
要
す
る
費
用
に
つ

　
　
い
て
、
当
該
被
保
険
者
が
医
療
機

　
　
関
等
か
ら
請
求
を
受
け
、
又
は
そ

　
　
の
費
用
を
支
払
っ
た
こ
と

○
貸
付
額

　
高
額
療
養
費
支
給
見
込
額
の
十
分
の

　
八
で
最
高
限
度
額
は
二
十
万
円
。

　
申
込
み
の
際
に
は
、
医
療
機
関
等
か

ら
の
保
険
診
療
分
の
請
求
書
、
又
は
領

収
書
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
貸
付
の
申
込
み
や
相
談
は
保
健
衛
生

課
ま
で
。

　
で
き
　
自
動
車
事
故
で
け
が
を

　
為
と
し
た
場
合
の
よ
う
に
、
第

　
行
た

　
の
つ
　
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
病

　
者
な
気
に
な
っ
た
り
、
け
が
を

　
三
に

　
第
病
し
た
り
し
て
、
国
保
や
老

　
〉
傷
人
保
健
で
医
療
を
う
け
た

場
合
は
、
市
町
村
は
加
害
者
に
対
し
、

か
か
っ
た
医
療
費
の
範
囲
内
で
損
害
賠

償
を
請
求
す
る
権
利
を
得
ま
す
。

　
こ
う
い
う
場
合
は
、
加
害
者
と
示
談

を
結
ぶ
前
に
、
役
場
の
国
保
や
老
人
保

健
の
係
ま
で
届
出
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
無
届
で
示
談
等
を
し
ま
す
と
、

国
保
や
老
人
保
健
の
医
療
を
う
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

十
月
か
ら
国
保
・
老
保
・
老
人
医
療
な
ど
の

入
院
時
の
患
者
負
担
が
変
わ
り
ま
す

○
　
先
般
の
医
療
保
険
制
度
の
改
正
に

　
よ
り
、
十
月
一
日
か
ら
、
入
院
中
の

　
方
に
は
、
　
「
診
療
や
投
薬
等
の
医
療

　
費
に
係
る
一
部
負
担
」
と
「
入
院
中

　
の
食
事
に
係
る
負
担
」
と
を
医
療
機

　
関
の
窓
口
で
お
支
い
い
た
だ
く
こ
と

　
に
な
り
ま
す
。

O
　
「
入
院
中
の
食
事
に
係
る
負
担
」

　
の
金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
（
な

　
お
、
こ
の
負
担
額
は
高
額
療
養
費
制

　
度
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
）

0
　
下
記
の
1
及
び
2
に
該
当
す
る
人

　
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保

　
険
者
（
老
人
保
健
は
居
住
地
を
有
す

　
る
市
町
村
）
の
発
行
す
る
減
額
認
定

　
証
を
、
被
保
険
者
証
等
に
添
え
て
医

　
療
機
関
の
窓
口
に
提
出
す
る
こ
と
に

　
よ
り
、
減
額
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

O
　
減
額
認
定
を
受
け
る
場
合
に
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。
認
定
を
受
け
よ

　
う
と
す
る
方
は
、
申
請
書
に
次
の
も

　
の
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　
●
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

　
　
　
国
保
の
保
険
証

　
　
　
印
か
ん

　
●
老
人
保
健
の
受
給
者

　
　
　
健
康
保
険
証

　
　
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証

　
　
　
印
か
ん

　
●
国
保
・
老
保
と
も
役
場
保
健
衛
生

　
　
●

　
　
課
へ
申
請
し
て
下
さ
い
。

O
　
詳
し
く
は
、
役
場
保
健
衛
生
課
ま

　
で
お
問
い
あ
わ
せ
下
さ
い
。
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◆
資
格
の
取
得
と
手
続
き

　
こ
ん
な
時
は
必
ず
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
保
険
証
に
変
更
の
あ
っ
た
時
は
至
急

届
出
て
く
だ
さ
い
。

●
寝
た
き
り
の
人
と
は

　
寝
た
き
り
の
状
態
と
は
、
文
字
ど
お

り
の
”
寝
た
き
り
”
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
町
長
の
認
定
を
う
け
た
人
を
い
い
ま

す
。　
認
定
を
う
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
障

害
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
国

民
年
金
証
書
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
ま

た
は
医
師
の
診
断
書
に
保
険
証
を
添
え

て
、
保
健
衛
生
課
の
窓
口
に
届
出
て
く

だ
さ
い
。
保
健
事
業
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

　
江
南
町
の
七
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ

り
の
疾
病
分
類
の
結
果
、
い
ち
ば
ん
多

い
の
が
循
環
系
の
疾
患
で
、
そ
の
う
ち

高
血
圧
が
五
一
・
二
％
次
い
で
脳
梗
塞

、・薫灘灘牽i 毒「唱「1：「，叢．㌶麟 塾勲まで

灘議轍鵡．難懲，り 保険証をそえて居住地の

市町村長に届け出る

70歳の

誕生日後

14日以内に

　　　　　　　劫　　　　、
羅霜瞬鰹鐵無難
きた蓬鰹

保険証をそえて居住地の

市町村長に届け出る

14日以内に

地帝購獄膿鞍露叢灘勘「

・薮

健康手帳をそえて居住地の市

市町村長に届け出る

すみやかに

・i縫醜翻 死亡の届け出義務者が死亡し

た者の健康手帳をそえて市町

村長に届ける

14日以内に

』
講
驚
彬 纏鱗内嬬

、接醐麟変難継毒・

健康手帳をそえて

市町村長に届け出る

14日以内に

藁療裸険鋤赫瞭雛、
…馨ぜたとき、1、

生活保護をうけるような場合

は、医療保険加入の資格を失

うが、そのときは健康手帳を

そえて市町村長に届け出る

すみやかに

癒瞭紺護難
寝たぎ嚇εな繊燕寒

国民年金証書、身体障害者手

帳または医師の診断書に保険

証をそえて、市町村長に認定

の申請をする

寝たきりにな

ったとき

が
一
〇
・
六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
五
年
八
月
診
療
と
、
前
年
度
を
比

較
し
て
も
っ
と
も
伸
び
た
の
が
、
神
経

系
及
び
感
覚
器
の
疾
患
（
目
の
疾
患
）
で
、

次
い
て
消
化
器
系
の
疾
患
で
し
た
。

　
町
で
は
こ
れ
ら
の
疾
病
の
予
防
を
す

る
た
め
、
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
以

外
の
保
健
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

①
健
康
手
帳
の
交
付

　
七
十
歳
以
上
及
び
六
十
五
歳
以
上
の

　
寝
た
き
り
の
人
は
す
べ
て
健
康
手
帳

　
を
交
付
さ
れ
ま
す
。
四
十
歳
以
上
の

　
人
で
も
交
付
が
う
け
ら
れ
ま
す
。

②
健
康
相
談

　
毎
月
第
一
火
曜
日
実
施
。

　
日
常
生
活
上
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

　
の
相
談
・
指
導
を
し
ま
す
。

③
健
康
教
育

　
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る

　
た
め
の
訪
問
活
動
事
業
を
町
内
十
六

　
ヶ
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

④
健
康
診
査

　
基
本
健
康
診
査
、
胃
が
ん
、
大
腸
が

　
ん
、
肺
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん

　
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑤
機
能
訓
練

　
毎
月
二
回
、
第
二
・
第
四
木
曜
日
に

　
実
施
。
脳
卒
中
後
遺
症
に
よ
り
心
身

　
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
に
対
し
、

　
機
能
の
維
持
、
回
復
を
図
り
社
会
参

　
加
を
促
し
て
い
ま
す
。

⑥
訪
問
指
導

　
随
時
（
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
人

　
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
状
態
の
人
を

　
対
象
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
）

出
産
育
児
一
時
金

…
蚕
蓑
墨
霊
璽
量
雲
霊
璽
蚕
璽
竈
■
壼
一
雲
奮
嚢
謹
■
奎
懸

　
医
療
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
十

月
一
日
よ
り
出
産
育
児
一
時
金
が
創
設

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
出
産
、
育
児
に
つ

い
て
の
支
援
を
行
い
、
子
供
が
健
や
か

に
生
ま
れ
育
つ
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
従
来
の
助
産
費
に
か
わ
っ
て

支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
支
給
額
も
二
十

四
万
円
か
ら
三
十
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

□平成4年5月診療
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　江南町疾病件数分類
（番号は疾病分類による番号）

、
　
　
　
、

　
　
8

　
　
　
（
り

　
　
◎

’
　
　
の

件
件

363件

353件

　
　
、

、
　
　
覧

　
　
　
（
O

　
　
ロ

〆
　
　
’

16件

14件

21件
16件

36件

42件

3 件
5 件

23件

25件

157f

174f

41件

48件

ア5件

87件

11件

18件

24件

29件

108件
117件

11件

16件

14件

19件

01．感染症及び寄生虫症

02．新生物

　　内分泌、栄養及び代謝疾患並びに免
03・疫障害

04．血液及び造血器の疾患

05、精神障害

06．神経系及び感覚器の疾患

07．循環系の疾患

08．呼吸系の疾患

09．消化系の疾患

10．泌尿生殖系の疾患

12．皮膚及び皮下組織の疾患

13．筋骨格系及ひ結合組織疾患

旧．症状、徴候及び診断名不名確の状態

17．損傷及び中毒

（7）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
5
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

野新

本井

孝
　
子

智
栄
子

（8）

　
早
朝
よ
り
専
用
バ
ス
・
飛
行
機
と
あ

わ
た
だ
し
い
一
日
の
は
じ
ま
り
で
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
内
視
察
で
あ
る
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
い
う
と
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
・
市
内
を
走

る
ケ
ー
ブ
ル
カ
i
・
坂
の
街
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
。

　
サ
ン
ノ
ゼ
空
港
よ
り
片
道
四
車
線
の

広
い
道
路
を
専
用
バ
ス
で
走
っ
て
い
く

と
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
街
が
見
え
、

ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
が
目
の
前
に
見
え
た
時
、

胸
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
、
カ
メ
ラ
の
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
押
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
気

持
ち
に
な
っ
た
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
半
島
の
突
端

に
位
置
し
、
海
抜
二
八
O
メ
ー
ト
ル
、

人
口
は
約
七
十
五
万
六
千
人
、
丘
の
数

は
四
十
三
。
ま
さ
に
坂
の
街
で
バ
ス
か

ら
眺
め
る
と
、
丘
に
向
か
っ
て
い
る
道

路
は
ど
こ
も
み
な
急
な
坂
で
あ
る
。

　
名
物
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に
乗
っ
て
実

際
に
体
験
し
た
が
坂
の
傾
斜
は
、
ス
キ

ー
の
ジ
ャ
ン
プ
台
を
思
わ
せ
る
ほ
ど
で
、

ス
リ
ル
満
点
で
あ
っ
た
。
片
道
ニ
ド
ル

で
楽
し
め
る
。

　
ま
た
、
運
転
を
し
て
い
る
人
が
全
身

を
使
っ
て
操
縦
し
て
い
る
姿
・
技
術
に

感
動
し
た
。
　
（
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
時
速

は
九
マ
イ
ル
、
約
十
五
キ
ロ
、
総
重
量

は
六
ト
ン
、
車
体
に
動
力
装
置
は
な
い
。

レ
ー
ル
と
レ
ー
ル
・
の
中
間
に
深
さ
三
十

セ
ン
チ
の
溝
が
あ
り
、
こ
の
中
に
通
さ

れ
た
ケ
ー
ブ
ル
が
時
速
十
五
キ
ロ
の
速

度
で
循
環
し
て
い
る
。
）

　
有
名
な
橋
の
一
つ
に
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

が
あ
る
。
一
九
三
六
年
完
成
、
全
長
一
、

三
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
サ
．
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
と
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
を
結
ん
で
い
る
。

橋
は
上
下
二
段
に
な
っ
て
い
て
、
下
段

は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
ヘ
、
上
段
は
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
に
向
か
っ
て
通
る
。
こ
れ

は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
街
の
美
し

さ
を
見
せ
印
象
づ
け
る
た
め
ら
し
い
。

た
し
か
に
夕
暮
れ
時
に
橋
の
上
か
ら
見

る
景
色
は
、
茜
色
に
染
ま
っ
た
夕
空
に
、

町
並
み
が
ま
る
で
影
絵
の
よ
う
に
何
と

も
言
え
な
い
美
し
さ
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
も
う
一
つ
の
有
名
な
橋
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
（
金
門

橋
）
で
あ
る
．

　
工
事
の
途
中
で
資
金
難
の
た
め
中
断

さ
れ
た
が
、
周
辺
の
六
つ
の
郡
の
人
た

ち
の
財
産
を
担
保
に
昭
和
十
二
年
五
月

に
完
成
し
た
そ
う
で
あ
る
。
全
長
二
、

七
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
七
メ
ー
ト
ル
、

両
サ
イ
ド
の
ワ
イ
ヤ
ー
の
中
に
は
、
片

●

側
だ
け
で
二
七
、
五
七
二
本
の
ワ
イ
ヤ

ー
が
入
っ
て
出
来
て
い
る
。

　
こ
の
橋
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

街
に
入
っ
て
来
る
時
だ
け
料
金
を
支
払

う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
が
、
バ
ス

は
無
料
で
あ
る
。

　
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

る
ピ
ア
3
9
、
広
大
な
桟
橋
の
上
に
百
軒

を
超
す
お
店
、
娯
楽
施
設
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
ア
ー
ケ
ー
ド
な
ど
が
あ
り
、
す
べ

て
木
造
で
作
ら
れ
て
い
た
。

　
海
に
は
、
帆
を
下
ろ
し
た
ヨ
ッ
ト
が

停
泊
し
て
お
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気

持
ち
で
店
を
見
た
り
、
散
策
で
き
る
所

で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
近
く
に
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン

ズ
ワ
ー
フ
が
あ
り
、
シ
ー
フ
ー
ド
レ
ス

ト
ラ
ン
や
露
店
が
並
び
、
ト
レ
ー
ド
マ

ー
ク
の
大
き
な
看
板
が
目
立
っ
て
い
た
。

昼
食
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
地
元
ワ
イ
ン

と
菰
で
た
て
の
大
き
な
カ
ニ
を
ぺ
ろ
り

と
食
べ
ら
れ
る
ほ
ど
美
味
だ
っ
た
。

　
市
の
最
西
端
か
ら
中
央
に
か
け
ゴ
ー

ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
（
世
界
最
大
の

人
造
公
園
）
日
比
谷
公
園
の
約
二
十
八

倍
の
大
き
さ
で
、
公
園
内
に
本
格
的
な

日
本
庭
園
が
あ
り
、
桜
、
梅
、
つ
つ
じ

な
ど
が
咲
い
て
い
た
。
ふ
と
、
日
本
を

思
い
出
し
た
。

　
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
南
側
に
は
二
つ
の

峰
か
ら
な
る
丘
（
ツ
イ
ン
ピ
ー
ク
ス
）

が
あ
る
。
丘
は
小
さ
な
草
木
の
み
自
生

し
て
い
た
。
二
七
七
メ
ー
ト
ル
と
二
七

五
メ
ー
ト
ル
の
二
つ
の
丘
で
、
こ
こ
か

ら
大
パ
ノ
ラ
マ
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
街
が
見
下
ろ
さ
れ
感
動
的
で
と
て

も
爽
快
な
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
丘
か
ら
五
～
六
年
前
に
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
の
化
石
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

大
陸
移
動
説
が
言
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
あ
る
。

　
こ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、

四
月
～
十
月
は
雨
が
降
ら
な
い
。

十
一
月
～
翌
年
三
月
は
雨
期
で
、

気
候
は
夏
と
冬
の
温
度
差
も
六
～

七
度
と
あ
ま
り
差
は
な
く
、
湿
度

は
低
く
乾
燥
し
て
い
る
。
し
か
し
、

緯
度
は
福
島
県
と
同
じ
位
と
聞
い

た
が
、
気
候
は
ま
っ
た
く
違
う
の

に
は
、
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
感
じ

が
し
た
。

　
治
安
の
面
で
は
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ

ン
は
安
全
な
場
所
で
は
あ
る
が
、

地
区
に
よ
り
ハ
ン
タ
ー
ポ
イ
ン
ト

（
ぶ
っ
そ
う
な
地
区
）
が
、
い
く

つ
か
あ
る
の
で
気
を
付
け
た
ほ
う

●

が
よ
い
そ
う
で
あ
る
。
　
（
ホ
テ
ル
の
ロ

ビ
ー
の
中
に
も
置
き
引
き
や
ス
リ
と
言

わ
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
観
光
客
を
狙
っ
て
、

ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
の
を
見
た
時
は
、

気
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た
が
、
全

員
何
ご
と
も
な
く
、
本
当
に
よ
か
っ
た

と
思
っ
た
。
）

　
街
の
中
は
、
観
光
客
・
若
者
に
あ
ふ

れ
、
活
気
の
あ
る
街
で
国
際
交
流
の
場

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
感
じ
た
。



●

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
（
違
反
建
築
違
反
宅
造
を
な
く
そ
う
）

　
十
月
十
一
日
か
ら
十
日
間
「
違
反
建

築
、
違
反
宅
造
を
な
く
し
て
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
」
の
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
こ
れ
を
機
会
に

宅
地
の
購
入
や
家
屋
を
建
築
す
る
場
合

に
は
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
宅
地
の
購
入
は
「
市
街
化
区
域
」

内
砿
　
「
市
街
化
調
整
区
域
」
で
は
、
原

則
と
し
て
建
物
は
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

二
　
建
物
を
建
て
る
場
合
は
、
敷
地
が

　
道
路
に
ニ
メ
ー
ト
ル
以
上
接
し
て
い

　
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
建
築
の
際
に

　
は
、
役
場
建
設
課
へ
建
築
確
認
申
請

　
書
を
提
出
す
る
の
を
お
忘
れ
な
く
。

三
　
宅
地
建
物
取
引
は
、
建
設
大
臣
か

　
知
事
の
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
依

　
頼
し
ま
し
ょ
う
。
く
わ
し
く
は
、
役

　
場
建
設
課
、
熊
谷
土
木
事
務
所
に
問

　
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
熊
谷
土
木
事
務
所
a
三
＝
丁
八
七
七
八

埼玉県最低賃金改正のお知らせ

　埼玉県最低賃金が次のとおり改正されました

　　欄1”1平成6年10月1日から川1川刷

　　　　　　　〈注意していただくこと〉

1　この最低賃金は、埼玉県内の事業場で使絹されるすべての労働者（年齢・

性別・常用・臨時等の別を問いません。）とその使胴者に適用されます。

2　時間額611円は、時間給で賃金が決められている人だけに適用されます。

3　精皆勤手当、通勤手当、家族手当、時間外・、休日・深夜手当、臨時又は

　1月を超える期聞ごとに支払われる賃金を除いた金額が最低賃金額以上で

　なけれぱなりません。

4　非鉄金属製造業、電気機械器具製造業、輸送用機械器具製造業、光学機

械器具・レンズ製造業、各種商品小売業及ぴ自動車小売業については、劉

途、産業別最低賃金が適用されます。

詳しくは埼玉労働基準局賃金課又は最寄りの労働基準監督署べお問い合わせ下さい。

　　埼玉労働基準局・各労働基準監督署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

有
料
道
路
通
行
料
金
の
障
害
者
割
引
措
置
の
拡
充
の
お
知
ら
せ

○
こ
れ
ま
で
、
肢
体
不
自
由
の
ひ
と
自

ら
運
転
し
、
有
料
道
路
を
通
行
す
る
場

合
、
通
常
の
有
料
道
路
通
行
料
金
の
半

額
の
割
引
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
本
年
十
月
一
日
よ
り
、
割

引
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ひ
と

の
範
囲
が
次
の
よ
う
に
広
が
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

・
全
て
の
身
体
障
害
者
が
自
ら
運
転
す

る
場
合

・
重
度
の
身
体
障
害
者
ま
た
は
重
度
の

精
神
薄
弱
者
を
乗
せ
て
、
介
護
者
が
運

転
す
る
場
合

　
※
重
度
の
身
体
障
害
者
、
重
度
の
精

　
神
薄
弱
者
は
、
J
R
に
お
け
る
第
一

　
種
身
体
障
害
者
、
第
一
種
精
神
薄
弱

　
者
と
同
じ
範
囲
で
す
。

○
措
置
を
受
け
よ
う
と
す
る
ひ
と
は
、

住
民
福
祉
課
で
次
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
の
所
定
の
箇
所
に
、
割
引
対
象
と
な

る
自
動
車
の
自
動
車
登
録
番
号
な
ど
の

記
載
を
受
け
、
割
引
証
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
乗
用
自
動
車
、
ラ
イ
ト

バ
ン
な
ど
ま
た
は
身
体
障
害
者
輸
送
車

で
、
本
人
ま
た
は
家
族
が
所
有
す
る
も

の
一
台
に
つ
き
記
載
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
介
護
者
が
運
転

す
る
場
合
で
、
本
人
ま
た
は
家
族
が
こ

れ
ら
の
自
動
車
を
所
有
し
て
い
な
い
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
重
度
の
身
体
障

害
者
ま
た
は
重
度
の
精
神
薄
弱
者
を
継

続
し
て
日
常
的
に
介
護
す
る
ひ
と
が
所

有
す
る
も
の
一
台
に
つ
き
記
載
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
介
護
者
運
転
に
つ
い
て
割
引

措
置
を
受
け
よ
う
と
す
る
重
度
の
身
体

障
害
者
ま
た
は
重
度
の
精
神
薄
弱
者
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
の

所
定
の
箇
所
に
、
介
護
者
運
転
割
引
の

対
象
で
あ
る
こ
と
を
示
す
押
印
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

O
割
引
措
置
を
受
け
る
方
法
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
料
金
を
支
払
う
際
に
、
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
呈
示
し
て
、

自
動
車
登
録
番
号
な
ど
の
確
認
を
受
け

る
と
と
も
に
、
氏
名
及
び
手
帳
の
番
号

を
あ
ら
か
じ
め
記
入
し
た
割
引
証
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

O
本
措
置
に
つ
い
て
違
反
行
為
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
違
反
行
為
に
応
じ
て
割

引
証
の
交
付
停
止
な
ど
の
措
置
が
講
じ

ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
、
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
割
引
証
の
交
付
手
続
等
に
つ
い
て

　
　
役
場
住
民
福
祉
課

　
　
　
智
三
六
i
一
五
二
一

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
二
二
五
）

水道の故障・修理は，水道

工事を施工した指定工事店

か，当番の指定工事店へお

願いしてください。

湘月め峯蚤、 工事店名
電・1話畜号

ノ1　・6　・11・16・21　・26。3／ 侑）笠原設備工業所 36－3662
2　・　7　・　12　・　17　・22　・27 侑）松本設備 36－5477
3・8・13・り8・23・28 ㈲加藤ポンブ店 36－0340
4・9・／4・19・24・29 ㈱光栄建設 36－4052
5　・／0　・　／5　。20　・25　・30 ㈱コバヤフシ 36－1206

（9）



，海＿毒纏

、騰繕爆ツ9ス

敬老会で楽しい一日

　9月14日・15日の2日間、江南荘で敬

老会が開催されました。

　長年にわたり社会に貢献してこられた

みなさんを敬い、長寿を祝うためのもの

で、町内70歳以上の人1，016名のうち、

553名のみなさんが元気に出席しました。

　14日には、寝たきり老人介護表彰が行

われ、小林みやさん（小江川）が表彰さ

れました。

●

上新田・諏訪神社大祭

　8月27日（土）、上新田地内の諏訪神社大

祭が盛大に行われました。

　この大祭は、五穀豊穣・家内安全・天

下泰平を願って行われたものです。

　神社に祭ってある屋台を出し、地区内

をねり歩き、地区の人にとってとても楽

しい夏の終わりの一日でした。

荊　
　
織

　
　
　
　
惑

　
　
　
　
ハ
Q

　
　
　
　
　
　
礁

●

諺i盤1

魏，灘麺濃

　　　　信号機灯入式

　9月16日御、野原地内の交差点に信号

機が設置され、その灯入式が行われまし

た。

　この交差点は、年間数件の交通事故が

発生しており、長い間の地域住民の強い

要望がかないこの度設置されました。

　灯入式には、警察関係者や地域住民、

町関係者が出席し、警察署長と町長が灯

入れをして無事信号機に灯が入りました。

幽



トピ・リケス 身近かな話題、ホットなニュ鰐スをお寄せください婆

、江南中、柔道部県大会で優勝2

　陸上・、水泳も大活躍！！

　8月13日、大宮市武道館で県民総合体

育大会中学生柔道の部が行われ江南中柔

道部が初優勝しました。（関東大会出場〉

　また、陸上で長倉崇宜君（全国大会出

場）と森田幹彦君が、水泳では新島英一

郎君と新島亜矢子さん（関東大会出場）

がそれぞれ優秀な成績をあげました。

魏　
O
　
　
旧

　
　
　
紅

　
　
　
　
　
臣

基本健康診査

　医学が進歩したとはいえ、病気、とく

に成人病予防には日頃からの健康管理が

大切です。この機会に健康について、あ

らためて考えてみてください。

●

●

第1回日本語講座

　K　I　F　C設立準備会主催による「外国

人のためのやさしい日本語講座」が9月

3日（土）勤労福祉センターにおいて開か

れました。

　講師の高田先生（熊谷市在住）は簡単

なあいさつや自己紹介のしかたなどわか

1）やすいように工夫しながら教えてくだ

さいました。最後は「幸せなら手をたた

こう」の歌を日本語で歌えるようにな1）

大変にぎやかで楽しい講座でした。
（KIFC…江南インターナショナル・フレンドシ ノフ・7ラフ）

繋…
，り麟



可
飼
郵
翻
翻
翻
］
［
圏
翻

ー
よ
い
健
康
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う
ー

　
米
国
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
校
の
レ
ス
タ
ー
・
ブ
レ
ス
ロ

ー
教
授
は
、
多
様
な
生
活
習
慣
を
詳
細

に
検
討
す
る
中
か
ら
、
健
康
の
維
持
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　

増
進
に
好
ま
し
い
七
つ
の
日
常
生
活
習

慣
を
見
出
し
ま
し
た
。

、
①
喫
煙
を
し
な
い
。
　
、
、
・
、
㌧
縮
繍

’
⑫
過
度
の
飲
酒
を
し
な
雌
』
☆
☆
．

響
③
定
期
的
に
か
な
り
激
し
瞬
運
動
無

黛
港
す
ゑ

一
愈
綴
適
正
稼
重
凌
課
っ
馨
藤
藩
畷
欲

盗
ゼ
麗
鷹
羅
灘
窓
鷺
繋

⑥
響
翼
鰭
撫
☆
継
罷

⑦
不
必
要
な
闘
食
懸
罎
麟
蹴
贈
率

　
こ
れ
ら
七
つ
の
健
康
習
慣
を
よ
り
多

く
行
っ
て
い
る
、
い
わ
ば
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
よ
い
集
団
と
、
悪
い
集
団
を
九

年
間
追
跡
し
た
結
果
、
死
亡
率
に
数
倍

の
差
が
あ
る
こ
と
や
、
若
年
者
ほ
ど
健

康
習
慣
の
死
亡
率
へ
の
関
与
が
強
い
こ

と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
均
余
命
で
み
る
と
、
七
つ

の
健
康
習
慣
の
う
ち
三
つ
以
下
し
か
も

っ
て
い
な
い
四
十
五
歳
の
男
性
群
で
は
、

六
つ
以
上
も
っ
て
い
る
同
年
齢
の
男
性

に
比
べ
て
十
一
年
間
も
平
均
余
命
が
短

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
、
不
摂
生
な
日
常
生
活
を
送
っ

て
い
る
人
は
、
健
康
上
好
ま
し
い
日
常

生
活
を
送
っ
て
い
る
人
に
比
べ
早
く
年

を
と
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ー
健
康
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
ー

　
●
喫
煙
　
　

タ
バ
コ
は
が
ん
や
心
臓

病
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
病
気
の
要
因

と
な
り
ま
す
。
今
さ
ら
や
め
て
も
仕
方

が
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
、
決
し
て

遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
タ
バ
コ
を
や
め

て
五
年
以
内
で
、
肺
が
ん
の
危
険
性
は

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
と
同
じ
く
ら
い

に
ま
で
低
下
し
ま
す
。

　
●
ア
ル
コ
ー
ル
r

お
酒
は
百
薬
の

長
と
い
わ
れ
人
生
に
楽
し
み
を
与
え
、

ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
役
立
ち
ま
す
。
し

か
し
、
飲
み
過
ぎ
る
と
肝
臓
を
悪
く
し

た
り
、
高
血
圧
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

日
本
酒
な
ら
一
日
に
一
～
二
合
、
ビ
ー

ル
な
ら
一
～
二
本
ぐ
ら
い
が
適
量
で
す
。

　
●
食
事
　
　

肥
満
に
な
ら
な
い
よ
う

適
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂
取
に
注
意
し
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
欠
食
や
夜
食
の
間
食
は
な

る
べ
く
避
け
一
日
三
回
腹
八
分
目
の
規

則
正
し
い
食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
●
運
動
I
I
運
動
は
、
肥
満
・
動
脈

硬
化
・
高
血
圧
な
ど
の
危
険
因
子
を
減

少
さ
せ
、
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾

患
な
ど
の
発
生
を
予
防
す
る
と
い
う
効

用
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
疾
病
を
も

っ
て
い
る
方
や
成
人
病
の
危
険
因
子
を

も
っ
て
い
る
方
な
ど
は
、
医
師
の
指
導

の
も
と
に
、
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
あ
な
た
は
好
ま
し
い
健
康
習

慣
を
い
く
つ
守
っ
て
い
ま
す
か
。
健
康

を
維
持
・
増
進
さ
せ
る
に
は
、
日
頃
か

ら
よ
い
健
康
習
慣
を
身
に
つ
け
る
よ
う

に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
，
．
．
、

J鴨岬

●

　
九
月
六
日
、
江
南
町
体
育
協
会
主
催

に
よ
る
第
四
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
江

南
バ
ー
ド
レ
イ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
晴
天
の
ゴ
ル
フ
日
和
り
の

中
で
大
会
は
行
わ
れ
、
一
六
四
名
が
参

加
し
て
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
競
技
終
了
後
に
は
表
彰
式
と

パ
ー
テ
ィ
！
が
行
わ
れ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
で
寄
付
さ
れ
た
六
万
八
千
三

百
五
十
七
円
が
江
南
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

●

薩

グリーンでのプレー

体協会長と上位入賞者

　
※
競
技
は
、
新
ペ
リ
ア
方
式
、
同
ス

　
　
コ
ア
の
場
合
は
年
齢
上
位
者
優
先

◎
男
子
の
部
（
グ
ロ
ス
・
㏄
・
ネ
ッ
ト
）

優
　
勝

準
優
勝

第
三
位

第
四
位

第
五
位

　横　新　中　萩　小
90堀107井101島75原108澤

信
之
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・
4

聖
一

4
　
・
　
8

武
平
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・
0

要36

・
0

敏
幸

18

・
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72押71上71　70成69板
・　・押・塩・
0切0切0　　2沢6井

◎
女
子
の
部
（
グ
ロ
ス
・
㏄
・
ネ
ッ
ト
）

優
　
勝
　
牛
尾
　
昌
子
　
　
（
三
　
本
）

　
　
　
　
　
8
5
　
1
3
・
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7
1
・
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準
優
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橋
百
合
子
　
　
（
押
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9
1
　
1
9
・
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7
1
・
8
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ふ
　るさと

再発見

地
名
は
語
る

　
　
　
　
か
　
　
じ
　
　
や
　
し
き

「
鍛
治
屋
敷
」

　
鍛
治
屋
敷
は
現
在
の
樋
春
に
あ
っ
た

地
名
で
す
。
今
は
小
字
名
で
は
な
い
の

で
す
が
、
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
や
、

名
寄
帳
等
に
み
え
て
い
ま
す
。
も
っ
と

も
通
称
で
は
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

よ
う
で
す
。
鍛
治
屋
敷
は
文
字
ど
お
り
、

金
属
加
工
を
行
っ
た
人
、
い
わ
ゆ
る
鍛

治
屋
の
い
た
と
こ
ろ
で
、
樋
春
の
場
合

こ
の
地
名
は
中
世
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ぼ
ん
の
は
ら
り
て
う

マ
．
－
中
世
の
樋
春
は
「
春
原
荘
」
と
い
う

・
μ
荘
圓
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
荘
園
は
有

力
貴
族
、
寺
社
の
領
有
地
で
、
地
頭
と

呼
ぶ
地
元
の
有
力
武
士
が
管
理
者
に
な

　
っ
て
い
ま
し
た
。
荘
園
の
範
囲
は
、
現

在
の
江
南
町
東
部
か
ら
熊
谷
市
に
及
ぶ

荒
川
右
岸
地
域
と
推
定
さ
れ
、
地
頭
と

推
定
さ
れ
る
岩
松
氏
は
荘
内
の
万
吉
郷

に
館
を
構
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
春
原
荘
内
に
は
万
吉
郷
、
平
塚
郷
、

御
正
郷
、
村
岡
郷
な
ど
が
あ
り
、
古
代

か
ら
の
主
要
道
で
あ
る
東
山
道
・
鎌
倉

街
道
・
村
岡
の
市
・
渡
場
を
含
む
こ
と

か
ら
、
人
・
物
の
集
散
す
る
場
所
で
あ

　
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
を
示
す
逸

話
と
し
て
、
熊
谷
直
実
が
往
生
の
際
に

村
岡
の
市
に
往
生
の
日
時
を
記
し
た
札

を
建
て
人
々
に
知
ら
せ
て
い
ま
す
。
「
法

然
上
人
絵
巻
」
に
み
え
る
こ
の
逸
話
に

は
、
直
実
往
生
の
様
子
を
見
よ
う
と
集

●
第46話

っ
た
多
数
の
人
を
市
場
の
に
ぎ
わ
い
の

よ
う
だ
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
中
世
は
武
士
の
時
代
で
あ
る
と
共
に

物
の
生
産
・
流
通
と
経
済
活
動
が
盛
ん

に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
武
具
や
農
具

・
鍋
な
ど
の
日
常
雑
器
と
し
て
鉄
器
の

需
要
を
高
め
、
領
主
は
こ
れ
ら
を
生
産

す
る
手
工
業
者
を
保
護
し
、
自
分
の
傘

下
に
抱
え
る
必
要
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
に
こ
た
え
、
鍛
治
屋
や
石
工
・
仏

師
な
ど
の
職
人
が
集
ま
っ
て
き
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
当
時
は
川
砂
に
混
じ
る
砂
鉄

を
鍛
治
に
用
る
こ
と
が
多
く
、

樋
春
の
地
は
荒
川
の
流
路
に
面

し
た
自
然
堤
防
上
に
あ
る
こ
と

か
ら
砂
鉄
を
採
る
条
件
に
恵
ま
、

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
村
岡
の
市

に
間
近
で
あ
る
た
め
、
製
品
の

販
売
も
容
易
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
荒
川
の
流
域
で
は

古
代
か
ら
製
鉄
関
係
の
遺
跡
が

多
く
み
つ
か
っ
て
お
り
、
花
園

町
、
江
南
町
で
は
発
堀
調
査
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
場
所
で
は
鉄
く
ず
や
炭
な
ど

が
散
ら
ば
っ
て
い
る
様
子
を
み

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
鎌
倉
、
室
町
時
代
と
春
原
荘

の
万
吉
郷
は
岩
松
氏
の
嫡
流
に

相
伝
さ
れ
イ

、
お
り
、
拠
点
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
村
岡
の

市
・
鍛
治
屋
敷
で
の
鉄
器
の
生
産
な
ど

が
、
春
原
荘
を
支
え
る
有
力
な
経
済
的

基
盤
の
一
つ
で
あ
っ
た
た
め
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
中
世
以
降
、
鍛
治
屋
敷
の
地
名
の
み

伝
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
原

因
に
は
荒
川
の
流
路
の
変
更
が
あ
り
、

砂
鉄
を
採
取
し
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
春
原
荘
の

故
地
に
あ
る
真
光
寺
に
は
鎌
倉
時
代
の

板
碑
が
数
基
、
か
つ
て
の
有
力
者
の
存

在
を
忍
ば
せ
る
よ
う
に
遺
さ
れ
て
い
ま

す
。

脈猟猟猟猟薫糖猟糖猟猟職猟脈猟職猟猟㍉

　
　
●

第
三
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水
野
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番
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番
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1
番
　
松
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・
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番
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沢

　
．
・
1
3
番
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・
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番
　
黒
田

聖
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（
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沢
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男
（
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信
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一
男
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沢
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次
男
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上
押
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救
急
事
態
に
備
え
て

　
消
防
機
関
が
救
急
業
務
を
行
う
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
三
十
二
年
が
経
過
し
ま

し
た
。

　
熊
谷
地
区
に
お
け
る
平
成
五
年
度
中

の
救
急
出
動
件
数
は
四
、
〇
七
一
件
、

搬
送
人
員
四
、
二
一
五
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
一
日
平
均
十
一
件
十
二

人
が
搬
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　
一
一
九
番
の
上
手
な
し
か
た

　
一
一
九
番
が
通
じ
た
ら
次
の
こ
と
を

あ
わ
て
な
い
で
は
っ
き
り
伝
え
る
。

一
、
事
故
の
発
生
場
所
（
目
標
と
な
る

　
商
店
名
や
大
き
な
建
物
の
ど
ち
ら
側

　
か
な
ど
）

二
、
ど
の
よ
う
な
事
故
か
、
ま
た
急
病

　
人
で
あ
る
か

三
、
今
ど
ん
な
状
態
で
あ
る
か
、
急
病

　
入
の
場
合
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
・

　
医
院
が
あ
る
か

四
、
傷
病
者
が
複
数
い
る
と
き
は
、
そ

　
の
人
数
を
話
す

　
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
て
き

　
た
ら
、
道
路
に
出
て
患
者
の
い
る
場

　
所
に
案
内
し
て
く
だ
さ
い
。

　
適
切
な
応
急
手
当
を

　
救
急
車
の
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
適

切
な
応
急
手
当
を
行
う
こ
と
が
最
も
大

切
で
す
．

　
応
急
手
当
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
消

防
機
関
・
日
本
赤
十
字
社
・
そ
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的
機
関
な
ど
で
講
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行
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で
、
機
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ら
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に
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し
正
し
い
応
急
手
当
の
方
法
を
身
に
つ

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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介
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成
六
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一
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で
埼
玉
県
知

事
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り
、
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神
薄
弱
者
相
談
貝
に
広
沢

光
一
郎
氏
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
精
神
薄
弱
者
の
家
庭
に
お
け
る
養
育

生
活
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必

要
な
指
導
、
助
言
を
行
い
、
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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響1隠嗣鷹ダ、；謎瀦轟

　研修参加申込書に必要事項を記入

　のうえ、申し込んでください。

◎間合せ

　役場企画課　台36－1521内線221

幼稚園入園申込み

期　日　平成6年10月24日（月）から

　　　平成6年10月29日（土）までの

　　　6日間の午前8時30分から

　　　午後5時まで（29日の受付
　　　けは正午まで）

対象者　町内に居住する幼児で、

　　　平成2年4月2日から平成

　　　3年4月1日までに生まれ
　　　たお子さん。

問合せ　江南幼稚園　奮36－3373

圖圖圏囮
行政・心配ごと・人権相談

　　　日常生活での困りごとや行政に対
●　する不満などのあるかたは、お気軽

　　にご相談ください。なお、今月は弁

　　護士が来庁の予定です。

　　日時10月25日（幻
　　　　　午前9時から正午まで
　　場所勤労福祉センター研修第2

年金相談
　国民年金、厚生年金についてわか

らないことや知っておきたいことな

どありましたらお気軽にご相談くだ

さい。

日時10月26日休）
　　　午前10時から午後3時まで
場　所　町民体育館　2階会議室

司法書士無料法律相談

　
で
　
で
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囮
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後
日
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に
・
　
熊

22
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2
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潴
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6
1
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0
橋
書
登
成
司

成
後
成
前
木
法
（
作
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午
平
午
八
司
談
の
埼

時
　
所
容
催
圏

日
　
　
　
場
内
　
　
主

　国民年金
こんなとき種別変更・

確認の届出が必要です

　日本に住む20歳以上60歳未満のひ

とは、すべて国民年金の加入者です。

次の場合にはあなたの被保険者種別

が変わります。

　手続きをお忘れなく。

・サラリーマンの夫に扶養されるよ

　うになった場合

・本人の就職・退職のほか、結婚や

　離婚の場合

・夫の就職や退職の場合

・収入増により夫の扶養からはずれ

　た場合

★手続きをしないでそのままにして

　おくと将来年金が少なくなったり、

　受けられなくなったりします。

★被保険者種別が変わった場合その

　つど手続きが必要です。

犬の飼い主の

みなさんへ

・犬の登録及び狂犬病予防注射は飼

　い主の義務です

　平成6年度、未注射の方は速やか

に注射を受けてください。

　交付された鑑札及び注射済票は首

輪に取り付けておいてください。

・犬による危害発生防止に努めまし

　ょう

　犬をつないで飼い、散歩に出ると

きは必ず引き綱をつけましょう。

・犬がヒトをかんだ場合は保健所に

　届け出ましょう

　狂犬病の鑑定を行わなければなり

ません。

・犬は最後まで飼いましょう

　万一、飼養できなくなった場合は

新しい飼い主を探してあげてくださ

いo

・子犬を希望しない場合は去勢手術

　などを受けましょう

　最寄りの動物病院に相談してくだ
さい。

・犬はヒトの迷惑にならないように

　飼いましょう

　糞の後始末は飼い主の義務です。

　無駄吠えなどは近所の迷惑となる

ので、散歩などをしてあげましょう。

・犬のことでご相談、お困りのこと

　がありましたら下記までお問い合

　せください

間合せ　熊谷保健所衛生課

　　　台23－2811　内線282
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開催日 内　　　　　容 時　間

8學6ゆ「 木工型抜き　㊥ 10：00

』8日㈹1 木工型抜き　㊥ 13：30

、9日㈲ サツマイモの収穫　㊥ 13二30

ヱ2臼㈱ ヤマイモ料理　0 10＝00

16鼠購 木工巣箱作りから取付 10：00

まで　㊥

16β（日） サツマイモの収穫　④ 13130

ユ9日㈱ サツマイモ料理e 10：00

22日㈹ 木工飾リイス作1）0 10：00
「23則日） 木工教室開放日　e 9：30

にの日は、材料は各自持参）

開催日・、内 容 「費・爾

、12紹㈱「 松柏盆栽の手入れ 無　　料

14鼠働 フラワーアレンジメン 2，500円

ト（コサージ）を楽しむ

20鷺㈲ よい土づく1）と上手 無　　料

な肥料の使い方

・2鯛㈱ 植木苗木の植え付け 無　　料

※時間は、午後1時30分
対　象　一般県民

受　付　毎月1日午前8時30分から

　　　大里郡川本町本田5768－1
　　　埼玉県農林公園内・植物振

　　　興センター分室費83－2841

河川フォーラム’94の開催

日　時　平成6年10月27日休）

　　　13時～16時50分

場所浦和市民会館ホール

内容テーマ
　　　「河川フォーラム’94

　　　一彩の国の川づくF）」

　　・基調講演
　　　「土木のこころ」

　　　田村　喜子先生（作家）

　　・パネルディスカッション

　　　「水文化の再発見とこれか

　　　らの川づくり」

　　　治水対策や水文化等の忘れ

　　　かけている水との係わりを

　　　再認識し、これからの彩の

　　　国の川づくりを考える。

入場料無料
申込・　ハガキに住所、氏名、電話

問合せ　番号、入場希望と名記の上、

　　　〒336　埼玉県浦和市高砂
　　　3－15－1　埼玉県河川課
　　　費048－824－2111（代表）

　　　まで申し込みください。

締切10月20日休）

團圖國圏
　海外視察研修参加者募集

　　～オーストラリア～

　ふるさと創生事業の一環として平

成2年度より始められた海外視察研

修事業が、今年度もつぎの要領で実

施されます。

』この事業は、町民に国際的な視野

及び知識を身につける機会を設け、

研修で得た経験をいかして、地域の

リーダーとして町づくり、人づくり

を推進する人材を育成することを目

的に、オーストラリアを研修地とし

て派遣するものです。

◎研修期間（予定）

平成7年2月1日～2月8日
◎研修地

　オーストラリア（ブリスベーン、

　ゴールドコースト、ジドニー）

◎研修内容

　自然環境、住民生活、教育文化、

産業経済、スポーツなど

◎参加資格

　江南町に住んでいる20歳以上の人

　（学生を除く）で、帰国後、研修

　の成果を積極的にいかし、町行政

　に取り組む意欲があると認められ

　る人
◎派遣人員若干名　　　●
◎締切り　　10月21日働

◎選考と決定

応募者の中から、江南町人材育成

推進協議会で選考・審査・決定し

本人に通知します。

◎費用の負担

町が費用の一部を補助し補助額は、

費用約27万円（交通費、保険料等）

の3分の2以内とし、個人負担は
　9万円程度になります。但し、渡

航手続きにかかる費用や諸雑費は

別に個人負担となります。

◎応募方法

希望者は、役場企画課にある海外
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12，350

12，320

12，290

人／戸

3，600

3，590－

3，580

町民のうごき

6月7月8月9月

　9月1日現在

人口　12，323人　十33

男6，062人十16
女6，261人十17
世帯　3，608　　十15

平成6年度救急車出動状況

救急出動状況 8　月 累　計

交　　　通 7件 51件

一般負傷 0件 17件

急　　　病 15件 84件

そ　の　他 2件 14件

合　　　計 24件 166件
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　　　　ち　　ひろ
宇治川　干　紘ちゃん

　平成6年1月5日生
　宇治川忠則・由香里さん

の長女（8ヵ月）　　板井

　大空にむけて両手を大き

く広1ずイ可かをつかもうとし

ています。無限の宇宙に夢

と希望に満ちて大きく飛躍

することを願います。

溝
纏

繋，

婁
！選

　　　　とし　ゆき

福島聖之ちやん
　平成5年12月7日生
　福島　豊・富美江さんの

二男（9ヵ月）　御正新田

　素直で優しく感性豊かな

子に育ってほしいと願って

います。

　皆さんボクと会ったら可

愛がってくださいネ！

　　　　あ　　　こ
羽根田　亜　子ちゃん

　平成5年11月27日生

　羽根田和弘・淳代さんの

長女（9ヵ月）　　パータ

　毎日、良く食べ、良く泣

き、元気に育っている我家

の娘です。思いやりのある

素直でやさしい子に育って

欲しいですね。

　　　　　　かなめ
井出　　要ちやん
　平成6年1月24日生
　井出　徹・はる・枝さんの

長男（8ヵ月）　　　押切

　我が家の要です。いつも

ニコニコ笑顔がたえません。

　大きくなっても、人の和

の中心となれるような明る

い人に育ってほしいです。●
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分
蒸
す
。
軟
ら
か
く
蒸
し
上
が
っ
た

　
ら
熱
い
う
ち
に
手
早
く
裏
ご
し
し
、

　
分
量
の
砂
糖
・
バ
タ
ー
・
塩
を
加
え

　
全
体
を
よ
く
ま
ぜ
合
わ
せ
ね
っ
と
り

　
と
な
る
ま
で
よ
く
ま
ぜ
る
。

④
③
を
二
等
分
し
、
一
方
に
抹
茶
（
小

　
さ
じ
四
の
湯
で
溶
い
た
も
の
）
を
ま

　
ぜ
合
わ
せ
る
。

⑤
流
し
箱
に
ラ
ッ
プ
を
敷
き
④
を
入
れ

　
手
で
押
さ
え
つ
け
な
が
ら
平
ら
に
し
、

　
甘
納
豆
を
全
体
に
散
ら
し
、
そ
の
上

　
に
③
を
押
さ
え
る
よ
う
に
お
き
、
平

　
ら
な
板
を
ふ
き
ん
で
く
る
ん
で
均
等

　
に
押
し
、
形
を
整
え
る
。

⑥
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
、
固
ま
っ
た
ら
好

　
み
の
大
き
さ
に
切
る
。
。

　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
な

　
行
く
秋
の
　
所
々
や
　
下
り
簗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
　
村

　
紅
葉
か
ら
　
ま
ず
か
か
り
け
り

　
下
り
簗
　
　
　
　
　
　
　
一
　
茶

　
簗
は
古
く
か
ら
あ
る
漁
法
の
一
つ
で
、

川
の
流
れ
に
竹
貴
な
ど
を
仕
掛
け
て
魚

を
と
る
方
法
で
す
。
川
を
下
る
魚
を
と

る
の
を
下
り
簗
、
上
る
魚
を
と
る
の
を

上
り
簗
と
い
い
ま
す
。
ア
ユ
や
マ
ス
な

ど
を
と
る
と
き
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
漁
法
で
す
。
昔
は
全
国
各
地
の
川
で

よ
く
見
か
け
ま
し
た
が
、
最
近
は
魚
の

資
源
保
護
な
ど
を
理
由
に
、
あ
ま
り
簗

を
仕
掛
け
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
秋
に
な
る
と
、
川
に
近
い
街
道
に
、

「
0
0
名
物
×
×
簗
」
な
ど
と
書
い
た

の
ぼ
り
旗
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
観
光
用
に
つ
く
ら
れ
た

も
の
で
す
。
簗
で
落
ち
ア
ユ
な
ど
を
と

り
、
そ
の
場
で
料
理
し
て
く
れ
ま
す
。

　
塩
焼
き
は
、
ア
ユ
料
理
の
定
番
と
い

え
ま
す
。
簗
で
と
れ
た
ア
ユ
は
”
金
ぐ

し
の
う
ね
り
打
ち
”
と
い
っ
て
、
尾
が

は
ね
る
形
に
く
し
を
打
ち
、
ひ
れ
に
化

粧
塩
を
し
た
塩
焼
き
を
タ
デ
酢
で
食
べ

ま
す
。
焼
い
て
み
そ
を
ぬ
っ
た
魚
田
（
魚

の
田
楽
）
や
、
フ
ラ
イ
な
ど
の
ア
ユ
料

理
も
格
別
で
す
。
河
原
の
ア
カ
シ
ヤ
の

林
な
ど
に
し
つ
ら
え
た
小
屋
で
料
理
に

舌
鼓
を
打
ち
、
簗
の
貴
棚
の
水
音
を
聞

き
な
が
ら
、
時
折
、
水
面
を
は
ね
る
ア

ユ
を
見
る
の
は
風
情
が
あ
り
ま
す
ね
。




